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「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの手引き（2020年度版）」より 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」とは 
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自立支援協議会の状況
精神領域に関する議論を行う
部会の有無
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協議の場の設置状況（R3年4月時点）

障害保健福祉圏域数（R3年4月時点）
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　※ ポータルサイトに「自治体体情報共有シート」として掲載
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システムの構成要素において札幌市が実施している取組

構成要素 内　容 取　組

 ● 精神障がい者が適時適切な医療にアクセス
　　するための体制整備

 ・ 精神科救急情報センター運営
 ・ 精神科救急医療体制の安定的提供
 ・ こころの安心カード

 ● 精神障がい者を地域で支える医療の強化
 ・ 自立支援医療費の支給
 ・ 地域移行支援・地域定着支援
 ・ 災害派遣精神医療チーム体制整備事業

障害福祉・介護
 ● 精神障がい者の地域生活のために必要な障
　　害福祉サービス・介護サービスの確保と利
　　用・連携促進

 ・ 相談支援事業の充実
 ・ 自立支援協議会の運営及び実効性のある取組の強化
 ・ 障害福祉サービスをはじめとした各種サービスの円滑な提供
 ・ 障がいのある人の高齢化に対する支援の検討
 ・ 専門機関や住民主体の組織を包括的に結び付ける仕組みの検討
 ・ 地域移行支援・地域定着支援
 ・ 自立生活援助
 ・ 入所施設等との情報共有・連携
 ・ 虐待対応業務、ピアサポーター配置業務、地域支援員配置業務（障がい者相談支援事業）
 ・ 精神保健福祉相談員による精神に障がいのある方やその家族への相談支援
 ・ 精神障害者保健福祉手帳の発行
 ・ 精神障がい者の退院後支援の実施

住まい
 ● 精神障がい者が地域で暮らす場（住まい）
　　の確保

 ・ グループホームの整備推進
 ・ 住宅確保要配慮者に対する居住の安定確保の取組
 ・ 住宅入居等支援業務（障がい者相談支援事業）

保健 ・ 予防  ● メンタルヘルス問題全般の早期発見と介入

 ・ 相談支援事業の充実
 ・ 自殺総合対策事業
 ・ 依存症対策総合支援事業（普及啓発、相談・医療体制の整備等）
 ・ ひきこもり対策推進事業（ひきこもり地域支援センター・ひきこもりに関する集団型支援拠点の設置運営）

社会参加(就労)
 ● 精神障がい者の希望や適性を踏まえた就労
　（復職）支援の充実

 ・ 就労相談支援体制の充実（障がい者就業・生活相談支援事業）
 ・ 障がい者就業支援事業
 ・ 障がい者協働事業
 ・ 地域活動支援センター（就労者支援型）の運営
 ・ 就労支援サービスの円滑な提供
 ・ 障がい者の就労・雇用に対する理解促進
 ・ 就労に向けた訓練・資格取得
 ・ 障がい者就業体験事業
 ・ 元気スキルアップ事業
 ・ ひきこもり対策推進事業

地域の助け合い・教育
(普及啓発)

 ● 地域住民の精神障がいへの理解促進

 ・ ヘルプマークやヘルプカードの普及を通じた障がいへの理解促進
 ・ 出前講座や普及啓発用冊子等を活用した啓発 ・ 広報
 ・ 福祉教育のための教材の作成・配布（福祉読本など）
 ・ 障害者週間記念事業の実施
 ・ 障がい当事者の講師派遣
 ・ ボランティア活動への支援
 ・ まちづくり活動への支援（市民活動サポートセンターの運営・さぽーとほっと基金）
 ・ 障害者差別解消法の周知にかかる市民向けフォーラムの実施
 ・ 札幌市共生社会推進協議会の開催
 ・ 心の健康や精神保健福祉に関する正しい知識普及のための講演会や研修会の開催
 ・ 普及啓発物品の貸出
 ・ 心のバリアフリー推進事業

医療



システムの事業メニューにおける現状

（数値は令和3年3月末現在）

事業メニュー 現　状

協議の場の設置
 ◎ 札幌市精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム検討会
　・ 2020年3月に設置
　・ 2021年度より検討会の開催（年2回）

普及啓発

 ◎ 普及啓発事業の実施状況（※ 新型コロナウイルス感染症拡大により実施を中止している事業あり）
　・ 障害者週間パネル展
　・ 障害者就労施設等製品展示販売会
　・ 講演会や研修会の開催（うつをこえて、こころの薬のこと教えて等）
　・ 研修会及び講習会へのこころのセンターからの講師派遣（統合失調症を正しく理解しよう、精神障害や依存症などを抱える方への支援・関わり方、精神障が
　　いと対応について等）
　・ 普及啓発物品の貸出（パネル、ＤＶＤ等）
　・ 市民フォーラムを市民団体と共催（アディクションフォーラム）

家族支援

 ◎ 家族会
　・ 団体数…NPO法人札幌市精神障害者家族連合会加盟家族会16団体
　・ 支援…連合会への補助金交付、精神療養講座への講師派遣
 ◎ 家族支援を行うための行事や人材育成の状況
　・ 連合会による大会開催（シンポジウム、講演、交流会等）
　・ 研修会
　・ 精神療養講座
　・ 広報誌等の発行
　・ 社会参加促進事業の実施（体育大会等）
　・ 家族に対する相談指導、事業の実施
 ◎ 依存症患者の家族支援
　・ グループ・家族教室等の実施（関係団体や自助グループ等の関係者に講師を依頼）

住まいの確保

 ◎ グループホームの設置状況（精神障がい者対象の割合）
　・ 施設数 222施設（障がい全体に占める割合82.5％）
　・ 定員数 3,461人（76.7％）
　・ 利用者数 1,432人（43.6％）
 ◎ 居住支援協議会
　・ 障がい分野から障がい福祉課の職員が参加
 ◎ 市営住宅への入居状況
　・ 1,117人（2.6％）、1,063世帯（4.5％）
 ◎ 住まい確保のためマニュアル
　・ H28年度に「はじめての一人暮らしガイドブック」を作成し、関係期間に配布

ピアサポートの活用

 ◎ ピアサポーター活用業務
　・ 活動実施数…対象者本人に対する支援（面談、外出同行等）119回、病院の地域生活支援への理解の促進 12回、ピアサポーターへの支援 80回、人材育成・
　　資質向上 287回、周知・案内等 33回
　・ 登録者数3名
　・ 活動内容の評価…支援対象者（9名）と退院（5ケース）
 ◎ ひきこもり対策推進事業
　・ ひきこもりに関する集団型支援拠点「よりどころ」にて、ピアサポートを活用した居場所づくりを実施



事業メニュー 現　状

アウトリーチ支援

 ◎ 精神障がいに係る訪問相談
　・ 精神保健福祉相談員による訪問支援（必要に応じて他課・他機関と協力）
 ◎ ひきこもり対策推進事業
　・ ひきこもり地域支援センターによる訪問型相談

退院後の医療等継続支援

 ◎ 退院後支援の実施状況
　・ 対象者71名、計画者数33名（令和元年度からの累計）
 ◎ マニュアルの策定
　・ 平成31年2月にガイドラインに即したものを策定

構築推進サポーターの活用 　―

精神医療相談

 ◎ 精神医療相談窓口の設置
　・ 相談、医療機関の紹介、受診指導
 ◎ 精神保健福祉センター
　・ 技術的な指導・助言、精神科救急情報センターの運営

医療連携体制の構築  ◎ 関係医療機関による個別ケースごとの連携

研修

 ◎ 精神科病院スタッフ向け研修
　・ 札幌デイケア協議会への協力
 ◎ 多職種参加研修
　・ ゲートキーパー養成研修
　・ かかりつけ医等うつ病対応力向上研修
　・ 依存症地域生活支援研修

地域移行
 ◎ 地域移行支援
　・ 実施事業者数 75事業者
　・ 利用者数（精神障がい者）25人（月平均利用者数 8.1人）

構築状況の評価 　―

その他 　―


